
団
法
嗣
、
日
本
ム
ス
リ
ム
協

会
の
佐
藤
裕
一
副
会
長
。

続
い
て
海
外
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
が
あ
り
、
世
界
仏
教

徒
連
盟
の
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ

ア
リ
ー
会
長
と
ロ
ー
マ
教
皇

庁
諸
宗
教
対
話
省（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）８月１０日　木曜日 第802号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設

〈社是〉

発行所宗教新聞社
東京都新宿区新宿5-13-2
〒160-0022
電話  03-3353-2940（代）
FAX 03-5363-5182
郵便振替口座 00130-9-22704
URL http://www.religion-news.net
宗教新聞社 2023

購読料（税込）
１部 　　　  500円
半年 　　　3,000円（〒共）
年間 　　　6,000円（〒共）

今
年
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
か
ら
10
年
の
記
念
の

年
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ほ
ぼ
収
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
内
外
の
多
く
の
人
た
ち

が
登
山
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
委
員
会
が
「
富
士
山
―

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
と
し

て
認
め
た
よ
う
に
、
山
容
の
秀
麗
さ

か
ら
日
本
の
美
を
代
表
す
る
富
士
山

は
、
日
本
人
の
自
然
観
や
日
本
文
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

国
土
の
７
割
が
山
の
日
本
で
は
、

ど
こ
に
暮
ら
し
て
も
大
抵
は
山
が
見

え
る
。
農
村
で
は
山
を
見
な
が
ら
農

作
業
に
い
そ
し
む
人
た
ち
が
、
農
閑

期
に
は
命
の
水
の
源
流
で
あ
る
山
に

登
り
た
い
、
霊
気
に
包
ま
れ
た
い
と

思
う
こ
と
だ
ろ
う
。
集
落
で
霊
感
の

優
れ
た
人
は
、
冬
の
山
で
修
行
し
て

霊
力
を
蓄
え
、
春
に
は
麓
に
下
り

て
、
人
々
の
現
世
利
益
的
な
願
い
に

応
え
て
き
た
。
漁
師
は
山
を
目
印
に

漁
場
を
覚
え
、
山
は
海
の
恋
人
と
、

時
期
に
な
る
と
山
の
神
を
家
に
迎
え

る
風
習
が
あ
る
。
人
々
は
様
々
な
行

事
や
し
き
た
り
を
通
し
て
、
自
然
と

一
つ
に
な
る
時
間
を
楽
し
ん
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
仏
教
以
前

の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
が
梵
我
一

如
（
自
然
と
私
が
一
体
化
）
の
境
地

を
目
指
し
た
の
と
同
じ
で
、
そ
れ
ゆ

え
日
本
に
は
仏
教
が
イ
ン
ド
以
上
に

な
じ
ん
だ
。
縄
文
時
代
の
昔
か
ら
自

然
と
共
に
生
き
て
き
た
日
本
人
に

は
、
梵
我
一
如
は
日
常
の
生
活
実
感

で
あ
り
、
特
別
な
宗
教
的
修
行
を
要

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

今
も
変
わ
ら
な
い
。

普
遍
宗
教
で
あ
る
仏
教
が
日
本
に

土
着
す
る
の
に
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
た
最
澄
と
空
海
が
、
い
ず
れ
も

若
い
時
代
、
山
で
の
修
行
を
求
め
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
過
程

で
古
来
か
ら
の
神
々
と
の
融
合
、
そ

し
て
神
仏
習
合
は
自
然
に
な
さ
れ
、

そ
れ
が
日
本
人
の
信
仰
の
骨
格
に
な

海
に
注
ぐ
川
の
源
流
の
山
に
植
林
す

る
人
た
ち
も
い
る
。

山
岳
信
仰
と
神
仏
習
合

山
岳
信
仰
は
世
界
各
地
に
あ
る

が
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
く
の
が
日
本

の
特
徴
と
さ
れ
る
。
信
仰
の
始
ま
り

は
、
富
士
山
や

阿
蘇
山
、
鳥
海

山
な
ど
、
火
山

へ
の
畏
れ
や
地

熱
の
恵
み
か
ら
火
山
に
神
が
い
る
と

す
る
も
の
、
白
山
な
ど
水
源
の
山
へ

の
信
仰
、
恐
山
や
月
山
、
立
山
、
熊

野
三
山
な
ど
、
死
者
の
霊
が
死
後
に

行
く
と
こ
ろ
と
し
た
も
の
、
大
神
神

社
の
御
神
体
で
あ
る
三
輪
山
や
役
小

角
が
開
い
た
大
峰
山
な
ど
神
霊
が
い

る
と
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
多
い
。

火
山
の
場
合
、
麓
に
は
温
泉
が
湧

い
て
湯
治
場
が
あ
り
、
人
々
を
憩
わ

せ
て
い
る
。
農
村
で
は
、
田
植
え
の

っ
た
。
全
て
の
存
在
に
仏
性
を
認

め
、
そ
の
教
え
を
中
心
に
仏
教
を
受

容
、
発
展
さ
せ
た
の
も
自
然
の
成
り

行
き
と
言
え
よ
う
。

山
岳
信
仰
の
山
は
高
く
な
く
て
も

よ
く
、
京
都
府
笠
置
町
に
あ
る
笠
置

山
は
標
高
わ
ず
か
２
８
８
メ
ー
ト

ル
。
東
大
寺
や
興
福
寺
で
の
学
び
に

飽
き
足
ら
な
く
な
っ
た
徳
一
は
笠
置

山
に
籠
っ
て
修
行
し
、
そ
の
後
、
東

北
で
の
布
教
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
。
京
都
市
街
か
ら
す
ぐ
に
行
け
る

東
山
の
ふ
も
と
に
も
、
修
験
道
の
場

が
い
く
つ
も
あ
る
。

建
築
家
で
都
市
環
境
空
間
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
上
田
篤
は
、
健
全
な
都
市
に

は
聖
な
る
存
在
が
見
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
述
べ
た
が
、
日
本
で
は
そ
れ

は
山
に
当
た
る
。
山
頂
に
雪
を
頂
く

山
が
見
え
る
地
方
で
は
、
残
雪
の
形

を
目
安
に
農
作
業
を
し
て
き
た
。
各

地
に
あ
る
駒
ケ
岳
は
、
残
雪
に
馬
の

姿
を
見
た
か
ら
と
い
う
。
祈
祷
寺
の

多
く
は
山
の
中
に
あ
り
、
森
と
岩
の

醸
し
出
す
雰
囲
気
が
呪
力
を
強
め
て

い
る
。
岩
手
山
を
眺
め
て
育
っ
た
石

川
啄
木
は
、「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ

て
言
ふ
こ
と
な
し
ふ
る
さ
と
の
山
は

あ
り
が
た
き
か
な
」
と
詠
っ
た
。
同

じ
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
の
山
を
原
風

景
の
よ
う
に
心
に
留
め
る
日
本
人
は

多
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
倫
理
を
支

え
る
心
性
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
山
が
荒
れ
て
き
た
の
は
、

農
業
で
化
学
肥
料
が
主
流
に
な
り
、

ま
き
の
代
わ
り
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が

使
わ
れ
、
安
い
外
国
産
の
材
木
が
輸

入
さ
れ
林
業
が
衰
退
し
た
か
ら
で
、

人
々
は
山
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。
一

方
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
、
楽
し

み
と
し
て
の
登
山
は
盛
ん
で
、
現
代

人
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
た
山
と
の
付

き
合
い
方
を
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
観
光
と
信
仰
を
両
立

し
た
よ
う
な
登
山
道
の
整
備
な
ど
で

あ
る
。
山
道
が
開
か
れ
れ
ば
、
人
々

は
山
に
入
り
や
す
く
な
る
。

山
に
親
し
み
感
謝
を

香
川
県
綾
川
町
に
あ
る
滝
宮
天
満

宮
に
は
菅
原
道
真
に
由
来
す
る
念
仏

踊
り
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
平
安
時

代
、
国
司
と
し
て
讃
岐
に
赴
任
し
た

道
真
は
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
民
の
た

め
に
城
山
（
き
や
ま
）
の
山
頂
で
雨

乞
い
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
奇
跡
的
に

雨
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、
喜
ん
だ
民

が
道
真
の
館
に
押
し
掛
け
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
踊
っ
た
の
が
始
ま

り
。
そ
れ
を
、
鎌
倉
時
代
に
後
鳥
羽

上
皇
の
怒
り
を
買
っ
て
当
地
に
流
さ

れ
た
法
然
が
、
念
仏
踊
り
に
仕
立
て

た
と
い
う
。
地
域
の
民
に
と
っ
て
城

山
は
水
分
（
み
く
ま
り
）
の
山
で
あ

り
、
命
の
源
で
あ
っ
た
。

８
月
11
日
は
山
の
日
で
、「
山
に
親

し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感

謝
す
る
」
の
が
趣
旨
。
山
の
霊
気
に

包
ま
れ
る
と
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。

便
利
さ
や
効
率
、
経
済
性
優
先
の
生

き
方
を
見
直
し
、
山
を
は
じ
め
地
域

の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
一
日
と
し
た
い
。

山
が
育
ん
だ
日
本
人
の
信
仰

「
平
和
の
式
典
」
は
炎
暑

を
避
け
る
た
め
延
暦
寺
会
館

で
開
か
れ
た
。
阿
部
昌
宏
天

台
宗
宗
務
総
長
は
会
式
の
辞

で
、「
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を

は
じ
め
世
界
で
戦
争
が
広
が

っ
て
い
る
。
戦
争
は
最
大
の

環
境
破
壊
で
あ
り
、
武
力
で

は
な
く
対
話
と
相
互
理
解
で

の
紛
争
解
決
を
強
く
求
め
た

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
貧
困

や
格
差
な
ど
の
現
代
世
界
の

課
題
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

宗
教
者
は
人
類
の
英
知
に
よ

る
解
決
を
目
指
し
、
共
に
祈

り
、
世
界
平
和
を
希
求
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗

教
者
は
弱
者
の
側
に
立
ち
続

け
る
こ
と
を
誓
っ
た
36
年
前

叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読

が
、
若
い
宗
教
者
を
代
表
し

て
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会

の
宮
本
泰
克
氏
と
教
派
神
道

連
合
会
の
北
川
真
喜
子
氏
に

よ
り
行
わ
れ
た
。

次
い
で
「
平
和
の
祈
り
・

黙
祷
」
が
、
田
中
神
社
本
庁

総
長
、
出
口
大
本
教
主
、
五

條
管
長
、
土
屋
理
事
長
、
新

日
本
宗
教
団
体
連
合
会
常
務

理
事
の
力
久
道
臣
善
隣
教
教

主
、
遠
藤
利
夫
日
本
ム
ス
リ

ム
協
会
会
長
、
戸
松
義
晴
世

社

説

界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
理
事

長
、
田
中
安
比
呂
世
界
連
邦

日
本
宗
教
委
員
会
副
議
長
・

加
茂
別
雷
神
社
宮
司
と
主
催

者
代
表
の
大
樹
孝
啓
天
台
座

主
が
登
壇
し
て
行
わ
れ
、
平

和
の
鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ

暁
の
祭
典
・
浜
降
祭
（
主

催
、
茅
ヶ
崎
海
岸
浜
降
祭
実

行
委
員
会
）
が
海
の
日
の
７

月
17
日
、
４
年
ぶ
り
に
盛
大

に
斎
行
さ
れ
た
。
神
奈
川
・

茅
ヶ
崎
の
南
湖
の
浜
（
西
浜

海
岸
）
で
利
根
康
教
・
寒
川

神
社
宮
司
を
斎
主
に
寒
川

町
、
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る

34
社
か
ら
子
供
神
輿
を
含
む

39
基
の
神
輿
が
出
御
、
氏
子

た
。最

後
に
、
大
樹
孝
啓
天
台

座
主
が
主
催
者
代
表
挨
拶
で

「
共
に
集
い
共
に
祈
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、
世

界
の
恒
久
平
和
実
現
の
た
め

宗
教
者
は
平
和
へ
の
取
り
組

み
に
さ
ら
な
る
努
力
を
重
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
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鳳明ビル102A
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（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

の
サ
ミ
ッ
ト
を
思
い
起
こ

し
、
よ
り
よ
く
生
き
ら
れ
る

時
代
を
共
同
し
て
つ
く
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
諸
宗
教
の
代
表

者
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

様
式
で
祈
り
を
さ
さ
げ
、
各

団
体
の
宗
教
間
対
話
と
平
和

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

言
し
た
。
登
壇
し
た
の
は
、

教
派
神
道
連
合
会
理
事
長
の

宍
野
史
生
神
道
扶
桑
教
管

長
、
全
日
本
仏
教
会
副
会
長

の
五
條
良
知
金
峯
山
修
験
本

宗
管
長
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

連
合
会
委
員
長
の
土
屋
潔
日

本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
オ
ブ

ゴ
ッ
ド
教
団
理
事
長
、
神
社

本
庁
の
田
中
恒
清
総
長
、
新

日
本
宗
教
団
体
連
合
会
常
務

理
事
の
宮
本
惠
司
妙
智
會
教

長
官
の
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ

ル
・
ア
ユ
ソ
・
ギ
グ
ソ
ッ
ト

枢
機
卿
か
ら
の
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
代
読

さ
れ
た
。

次
に
、
ユ
ニ
セ
フ
支
援
金

寄
託
式
が
あ
り
、
本
集
い
の

記
念
品
相
当
額
の
40
万
円

が
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ユ

ニ
セ
フ
協
会
の
早
水
研
専
務

理
事
に
手
渡
さ
れ
た
。

「
平
和
の
祈
り
」
は
例
年

通
り
平
和
の
祈
り
記
念
碑
前

広
場
で
行
わ
れ
、
最
初
に
比

茅ヶ崎海岸

アートヴィレッジ
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

ね
、
そ
の
使
命
を
全
う
す
る

こ
と
を
心
か
ら
誓
う
」
と
語

り
、
延
暦
寺
の
水
尾
寂
芳
執

行
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
終
了

し
た
。「
集
い
」
の
様
子
は
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
」
で
も
配
信
さ
れ
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

「
わ
た
し
た
ち

の
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
力
に
満

ち
た
来
臨
を
知
ら
せ
る
の
に
、
わ
た
し

た
ち
は
巧
み
な
作
り
話
を
用
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、

キ
リ
ス
ト
の
威
光
を
目
撃
し
た
の
で
す
。

荘
厳
な
栄
光
の
中
か
ら
、『
こ
れ
は
わ
た

し
の
愛
す
る
子
。
わ
た
し
の
心
に
適
う

者
』
と
い
う
よ
う
な
声
が
あ
っ
て
、
主

イ
エ
ス
は
父
で
あ
る
神
か
ら
誉
れ
と
栄

光
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し

た
ち
は
、
聖
な
る
山
に
イ
エ
ス
と
い
た

と
き
、
天
か
ら
響
い
て
き
た
こ
の
声
を

聞
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
わ
た
し

た
ち
に
は
、
預
言
の
言
葉
は
い
っ
そ
う

確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
が

明
け
、
明
け
の
明
星
が
あ
な
た
が
た
の

心
の
中
に
昇
る
と
き
ま
で
、
暗
い
所
に

輝
く
と
も
し
火
と
し
て
、
ど
う
か
こ
の

預
言
の
言
葉
に
留
意
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。」（
ペ
ト
ロ
の
手
紙
二
　
１
：
16
│

19
）使

徒
ペ
ト
ロ
は
、
イ
エ
ス
と
共
に
い

な
が
ら
も
、
そ
の
方
が
い
か
な
る
お
方

か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
方
の
威
光

を
見
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
。
イ
エ
ス

の
死
と
復
活
の
後
、
聖
霊
に
よ
っ
て
新

し
い
生
命
を
与
え
ら
れ
て
初
め
て
、
そ

の
方
こ
そ
神
の
ひ
と
り
子
で
あ
る
と
悟

っ
た
。
そ
の
後
は
生
命
を
か
け
宣
べ
伝

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
（
Ｉ
）

中
、「
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ

い
」
と
波
し
ぶ
き
を
浴
び
な

が
ら
神
輿
は
海
の
中
へ
進

み
、
浜
に
上
が
る
と
、
各
神

社
へ
還
幸
し
た
。

初
め
て
参
加
し
神
輿
を
担

い
だ
フ
ラ
ン
ス
人
の
男
性
は

「
一
つ
に
な
る
雰
囲
気
が
と

て
も
楽
し
い
。
道
に
ご
み
一

つ
落
ち
て
い
な
い
の
が
日
本

の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
う
」

と
話
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら

来
た
女
性
は「
格
好
い
い
し
、

神
輿
を
担
ぐ
人
た
ち
の
パ
ワ

ー
を
感
じ
る
。
次
は
夜
中
に

神
輿
が
来
る
と
こ
ろ
を
見
た

い
」
と
楽
し
そ
う
に
語
っ

た
。浜

降
祭
の
起
源
は
天
保
９

年（
１
８
３
８
）。
國
府
祭
に

出
た
寒
川
神
社
の
神
輿
が
帰

路
、
馬
入
の
渡
し
場
（
現
平

塚
市
）
で
地
元
氏
子
と
の
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
雨
で

増
水
し
た
相
模
川
に
転
落
、

相
模
湾
に
流
さ
れ
た
。
数
日

後
、
南
湖
の
浜
で
海
に
沈
ん

だ
神
輿
が
発
見
さ
れ
、
３
日

後
、
同
社
に
戻
さ
れ
た
。
こ

の
功
に
よ
り
同
社
の
禊
場
が

南
湖
の
浜
に
移
さ
れ
、
同
地

に
同
社
の
神
輿
が
渡
御
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
神
輿
を
発

見
し
た
網
元
の
鈴
木
孫
七
の

家
は
代
々
御
旅
所
神
主
を
務

め
、
現
在
は
10
代
目
に
な

る
。

崇
敬
者
、
見
物
客
が
集
ま
っ

た
海
辺
の
祭
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
た
。
浜
降
は
海
辺
で
の

禊
を
意
味
し
、
海
水
の
霊
力

で
心
身
を
清
め
、
新
た
な
御

神
威
を
授
か
る
。

男
衆
に
担
が
れ
た
神
輿
は

「
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ
い
」

と
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
共
に

竹
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
抜
け
南

湖
の
浜
、
祭
場
に
幟
と
共
に

着
御
し
、
６
時
30
分
に
39
基

が
揃
い
踏
み
。
一
列
に
整
列

し
た
。

７
時
、
斎
主
・
祭
員
が
入

場
し
、
修
祓
、
祓
い
詞
奏
上

の
の
ち
祭
員
が
神
輿
、
氏
子

を
大
麻
で
祓
い
清
め
る
。
献

饌
に
移
り
、
全
て
の
神
輿
に

御
神
酒
、
海
・
山
の
幸
が
供

え
ら
れ
、
斎
主
が
祝
詞
を
奏

上
。
玉
串
奉
奠
で
は
、
斎
主

に
続
い
て
寒
川
神
社
第
10
代

御
旅
所
神
主
・
鈴
木
孫
七

比叡山延暦寺
４
年
ぶ
り
盛
大
に
祝
う

氏
、
同
社
責
任
役
員
、
茅
ヶ

崎
海
岸
浜
降
祭
実
行
委
員
会

役
員
、
各
神
社
代
表
、
佐
藤

光
茅
ヶ
崎
市
長
、
木
村
俊
雄

寒
川
町
長
、
河
野
太
郎
デ
ジ

タ
ル
大
臣
、
星
野
剛
士
、
阿

部
知
子
衆
議
院
議
員
ら
が
拝

礼
し
た
。

祭
典
の
の
ち
利
根
宮
司
は

「
待
ち
に
待
っ
た
浜
降
祭
を

晴
天
の
中
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
た
。
多
く
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
く
、

喜
ば
し
い
。
皆
様
が
家
内
安

全
、
健
康
に
す
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
る
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
、
亀
井
信

幸
・
実
行
委
員
長
は
「
浜
降

祭
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の

も
、各
神
社
の
篤
い
信
仰
心
、

祭
り
へ
の
深
い
郷
土
愛
、
そ

し
て
情
熱
の
た
ま
も
の
で
あ

る
。
祭
典
が
未
来
永
劫
、
湘

南
の
信
仰
遺
産
と
し
て
、
私

た
ち
の
心
の
拠
り
所
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

祈
念
す
る
」
と
話
し
た
。

祭
典
が
終
わ
る
と
39
基
の

神
輿
は
再
び
激
し
く
練
り
歩

き
、
波
が
穏
や
か
な
海
に
神

輿
が
入
る
「
み
そ
ぎ
」
を
行

っ
た
。
見
物
客
が
見
守
る

宗
教
、
宗
派
を
超
え
て
国
内
外
の
諸
宗
教
の
代
表
が
集
ま
り
、
平
和
を
祈
り
合
う
「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」
が
８
月
４
日
、
滋
賀
県
大
津
市
の
比

叡
山
延
暦
寺
で
行
わ
れ
た
。「
集
い
」
は
１
９
８
６
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
提
唱
で
イ
タ
リ
ア
に
諸
宗
教
の
指
導
者
が
集
ま
っ
た

「
平
和
祈
願
の
日
」
を
受
け
、
87
年
に
当
地
で
開
催
さ
れ
た「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
た
め
天
台
宗
国
際
平
和
宗
教
協
力
協
会
が

毎
年
開
催
し
、
今
年
で
36
回
目
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
終
わ
り
が
見
え
な
い
中
、
仏
教
や
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど

内
外
の
諸
宗
教
代
表
ら
約
５
０
０
人
が
集
い
、「
平
和
の
鐘
」
の
音
が
響
く
中
、
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
紛
争
や
異
常
気
象
な
ど
の
解
決
を
祈
っ
た
。

暁
の
祭
典
・
浜
降
祭

「平和の祈り」をささげる諸宗教の代表ら＝8月4日、大津市の比叡山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
36
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」

う
ど
ん
県
に

暮
ら
す
天
地
子

に
、
秋
田
県
の

稲
庭
う
ど
ん
が

お
中
元
で
送
ら

れ
て
き
た
。
乾

麺
を
ゆ
で
て
食
べ
る
と
、

コ
シ
も
ほ
ど
ほ
ど
あ
り
の

ど
越
し
が
い
い
。
８
月
３

日
は
恒
例
の
聖
徳
太
子
富

士
登
山
。
高
齢
に
な
っ
て

も
登
れ
る
よ
う
に
、
日
ご

ろ
か
ら
農
作
業
で
鍛
え
て

い
る
▼
富
士
吉
田
市
に
来

て
必
ず
食
べ
る
の
が
吉
田

う
ど
ん
。
同
市
は
か
つ
て

富
士
山
の
湧
水
を
使
っ
て

染
め
た
縦
糸
を
使
う
織
物

が
盛
ん
で
、
機
織
り
で
忙

し
い
女
性
に
代
わ
っ
て
男

性
が
食
事
を
用
意
す
る
こ

と
か
ら
、
力
を
込
め
て
打

つ
う
ど
ん
が
広
ま
っ
た
と

い
う
。
コ
シ
の
あ
る
太
め

の
面
は
噛
み
応
え
が
あ

る
。
織
物
は
す
た
れ
た

が
、
う
ど
ん
は
健
在
だ
▼

う
ど
ん
の
始
ま
り
は
五
島

列
島
と
い
う
本
を
読
ん

で
、
数
年
前
、
上
五
島
に

行
っ
た
。
椿
油
を
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
し
な
が
ら
伸
ば
す

う
ど
ん
は
、
感
じ
と
し
て

は
太
め
の
冷
や
麦
。
ト
ビ

ウ
オ
を
使
っ
た
あ
ご
だ
し

が
い
い
味
だ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
さ
ぬ
き
で
は
う
ど

ん
は
唐
か
ら
帰
っ
た
空
海

が
始
め
た
と
い
う
の
が
定

説
で
、
善
通
寺
で
は
う
ど

ん
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る

▼
天
地
子
は
う
ど
ん
用
の

小
麦
さ
ぬ
き
の
夢
２
０
０

９
を
栽
培
し
て
い
る
。
県

内
で
も
90
％
以
上
を
占
め

て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

産
小
麦
に
対
抗
し
、
昔
な

が
ら
の
風
味
が
あ
り
、
コ

シ
の
出
る
小
麦
と
し
て
県

農
事
試
験
場
と
香
川
大
学

が
共
同
開
発
し
た
新
品
種

の
二
代
目
だ
が
、
う
ど
ん

職
人
の
評
価
は
も
う
一
つ

で
、
打
ち
に
く
い
と
い

う
。
県
で
は
三
代
目
を
３

年
後
か
ら
投
入
予
定
▼
舌

の
肥
え
た
県
民
に
鍛
え
ら

れ
、
う
ど
ん
も
日
々
進
化

し
て
い
る
。
コ
シ
は
あ
っ

て
も
や
わ
ら
か
い
さ
ぬ
き

う
ど
ん
も
あ
り
、
コ
シ
ま

で
や
わ
ら
か
い
の
が
伊
勢

う
ど
ん
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
ど
れ
も
お
い
し
い
。

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

海中に入り「みそぎ」を行う神輿

挨拶する大樹孝啓天台座主

玉串を奉って拝礼する利根康教・
寒川神社宮司＝7月17日、茅ケ崎
市の西浜海岸

な
ぜ
柳
の
木
の
下
に
幽
霊
が
で
る
の
か

樫
の
木
を
植
え
る
と
金
は
残
ら
な
い

財
産
を
増
や
す
に
は
カ
リ
ン
を
植
え
ろ

勝
負
に
勝
つ
に
は
…
勝
栗
の
い
わ
れ

ク
ル
ミ
を
手
の
中
で
握
る
理
由
は

酔
っ
て
ク
ダ
ま
く
コ
シ
ョ
ウ
の
木
の
霊

ガ
ン
の
原
因
は
植
物
霊
の
動
き
  │
│
そ
の
他

〝
こ
れ
が
本
当
の
話
し
な
ら

植
物
霊
こ
そ
殺
人
魔
だ
！
〞

小
冊
子
　
Ａ
５
判
　
10
頁
　

三
冊
　
１
０
０
０
円
　
税
込
　
送
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ウ
の
木
の
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タ
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